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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話　63－2203）

下水道分野におけるウォーターPPP導入について勉強会を開催しました

つくば市立みどりの学園義務教育学校を視察しました

題字の揮ごう定例会の日程

表紙写真の募集

◆題字書写リレー!!◆　今号は鹿沼商工高等学校の山井綾夏さんが揮ごうしました

12月定例会の結果 12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

12地区と4つの高校で
　意見交換会を行いました!

トピック 2025
234号

2月25日発行

　政府は、社会資本整備総合交付金等の交付要件について、「汚水管の改築に
係る国費支援に関して、緊急輸送道路等の下に埋設されている汚水管の耐震
化を除き、ウォーターＰＰＰ導入を決定済みであることを令和９年度以降に要
件化する」としています。
　これを受け、現在の市の状況を確認するとともに、ウォーターＰＰＰの導入
について理解を深めるため、11月20日（水）、鹿沼市役所にて「下水道分野に
おけるウォーターＰＰＰ導入」についての勉強会を開催しました。
　勉強会後、市議会では12月23日（月）の本会議にて、「下水道の維持管理・
更新におけるウォーターＰＰＰ導入に向けての丁寧な対応を求める意見書の提
出について」を全会一致で可決し、国に対して意見書を提出しました。

　10月23日（水）、つくば市立みどりの学園義務教育学校を訪問し、部活動の
地域移行に至るまでの経緯や現状等について学んできました。当日は正副議
長をはじめとする15名の議員が参加しました。
　同学校の部活動は、指定管理者が設立している地域クラブに入会すること
で、17種目全てのスポーツ・文化クラブの部活動に参加できます。入会する
ためには、会費を支払う必要がありますが、会員制、有料化に対して保護者
からの反対はあまりないように見受けられました。これは、より専門性の高
い指導を受けられるためであると推測されます。
　地域移行する際には、競技志向からコミュニティづくりや交流、スポーツ文化
活動に親しむことなど、部活動のあり方を見直す必要があると感じました。

　今号は、鹿沼商工高等学校2年生の山井
綾夏さんに揮ごうして頂きました。

東光音楽部による議場での「議場コンサート」　～木管五重奏・弦楽アンサンブル～

　私の書いた字が掲載されてとても、
嬉しいです。
　「議会」のバランスをとるのがとて
も難しかったですが、何回も何回も練
習して、一画一画丁寧に書きました。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）
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12 水 議会運営委員会

11 火 総務常任委員会
12 水 教育福祉常任委員会
13 木 産業建設常任委員会

19 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

6 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問
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5 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

7 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

17 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和７年第１回定例会(予定）

5
21 水 議会運営委員会

17 火 総務常任委員会
18 水 教育福祉常任委員会
19 木 産業建設常任委員会
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28 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

12 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

11 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

13 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

23 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和７年第２回定例会(予定）

　｢あなたと議会｣の表紙に掲載す
る写真を募集しています。詳しくは、
議会ホームページをご覧ください。



中　央 11月９日 56人
東　部 11月11日 46人
北　部 11月13日 26人
北押原 11月14日 34人
西大芦 11月12日 18人
加　蘇 11月11日 56人
北犬飼 11月13日 38人
東部台 11月12日 21人
南押原 11月22日 8人
粟　野 11月５日 31人
永　野 11月14日 22人
清　洲 11月８日 21人
合　計 12地区 377人

参加者数開催日開催地区
地区別参加者数

～もっと「議会」を身近に～
特集 議会報告会・意見交換会

　市議会では、地域住民の皆さんと直接対話をさせていただくため、各地区で議会報告会・意見交換会
を開催しています。地元自治会の意向を確認し、今年度は11月に12地区で開催することができました。
　今回は、12地区で開催した中でいただいた内容の一部をご紹介します。なお、いただいたご意見のう
ち、市に対する要望は、市に回答を求め、今回の議会報告会・意見交換会の報告とあわせて、後日議会
ホームページに掲載する予定です。

高校生の本音を聴いてきました！
特集 高校生との意見交換会

　この会は平成28年の選挙権年齢引き下げを機に始まり、今年度で８回目となります。
　今回は、議会が提示した４個のテーマの中から、高校生が選んだテーマで意見交換をしました。
　日常生活で感じていること、鹿沼市議会や鹿沼市に提案したいことなど、高校生の考えを聞き、また、
議員の考えを伝えることで、活発な意見交換となりました。
　高校生ならではのストレートな意見について、主なものをテーマごとにご紹介します。

（
４
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。）

（
４
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。）

■
中
央
地
区

・
駅
前
の
振
興

の
動
き
に
は

地
元
と
し
て

も
大
変
興
味

が
あ
る
。
新

鹿
沼
駅
周
辺

の
活
性
化
に

向
け
た
整
備

な
ど
、
市
に

対
し
て
自
治

会
と
し
て
も

要
望
書
を
提

出
し
た
い
。

・
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
い
て
、第
二
層
協
議

体
へ
の
負
担
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。議
会
と
し
て
も
、市
の
支

援
が
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

■
東
部
地
区

・
黒
川
河
川
公
園
に
つい
て
、こ
の
と
こ
ろ
洪

水
被
害
も
多
く
、
復
旧
に
多
く
の
時
間

と
費
用
を
要
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た

公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
図
書

館
な
ど
の
公
共
施
設
を
も
っ
と

使
い
や
す
く
す
る
に
は

に
関
す
る
意
見

公
園
に
つ
い
て

⃝
街
灯
や
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
。

⃝
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
を
も
う
少
し
置

い
て
ほ
し
い
。

⃝
壊
れ
て
い
る
遊
具
な
ど
を
直
し
て
ほ
し
い
。

⃝
雑
草
の
管
理
を
し
て
ほ
し
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

⃝
利
用
方
法
を
分
か
り
や
す
く
案
内
し
て
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め
、
撤
去
を

お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、

断
面
阻
害
を

取
り
除
け
ば
、

洪
水
被
害
の

軽
減
に
つ
な

が
る
の
で
は

な
い
か
。

・
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅

前
の
樹
木
に

つ
い
て
、
年

々
成
長
し
私
た
ち
の
管
理
を
超
え
る
状

況
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
落
ち
葉
の
掃
除

や
虫
の
発
生
で
地
域
で
は
伐
採
を
期
待

す
る
声
も
多
く
、
対
応
し
て
ほ
し
い
。

■
北
部
地
区

・
自
治
会
協
議
会
と
し
て
２
年
前
に
議
員

定
数
削
減
を
提
案
し
否
決
さ
れ
た
。当

時
様
々
な
説
明
を
し
て
頂
い
た
が
、市
民

の
意
向
と
し
て
人
口
５
千
人
当
た
り
１
人

で
換
算
し
た
定
数
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
前
立
腺
が
ん
検
診
費
用
は
、
鹿
沼
市
以

外
の
周
辺
自
治
体
は
有
料
に
な
っ
て
お

り
、
周
辺
自
治
体
に
合
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
受
診
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
な
る
べ
く
負
担

が
な
い
よ
う
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
北
押
原
地
区

・
こ
の
と
こ
ろ
強
盗
や
詐
欺
、
悪
徳
商
法

の
被
害
の
ニュー
ス
を
よ
く
聞
く
。例
え
ば

条
例
な
ど
で
詐
欺
電
話
等
を
市
全
体
と

し
て
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
樅
山
駅
前
交
差
点
に
つ
い
て
、
朝
晩
の

渋
滞
が
激
し
い
た
め
右
折
レ
ー
ン
を
設

け
て
欲
し
い
。

■
西
大
芦
地
区

・
山
林
の
立
木
伐
採
を
行
っ
て
い
る
が
、

急
斜
面
が
多
い
現
状
、
大
型
重
機
が
入

れ
る
よ
う
に
通
路
を
確
保
し
て
工
事
し

て
い
る
。
無
秩
序
に
立
木
を
伐
採
す
る

の
は
、
災
害
に
強
い
モ
デ
ル
地
区
に
な

り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
数
年
後
に

は
伐
採
後
の
根
も
枯
れ
て
し
ま
い
、
崩

落
の
心
配
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

■
加
蘇
地
区

・
下
久
我
の
小
奈
良
橋
付
近
が
決
壊
し
た

時
に
修
復
工
事
を
し
た
が
、
河
川
の
川

底
土
砂
が
撤
去
さ
れ
ず
に
工
事
が
終
わ

り
、
素
人
考
え
な
が
ら
に
不
安
を
感
じ

た
。
結
局
水

が
溢
れ
そ
う

に
な
り
住
民

の
不
安
が
倍

増
し
た
。
河

川
の
砂
利
撤

去
に
つ
い
て

は
、
簡
単
で

は
な
い
こ
と

は
承
知
し
て

い
る
も
の
の
、

住
民
の
安
全

ほ
し
い
。

⃝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
出
来
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

⃝
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
利
用
状
況
を
わ
か
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

図
書
館
に
つ
い
て

⃝
今
ま
で
あ
っ
た
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
復

活
し
て
ほ
し
い
。

⃝
図
書
館
前
に
バ
ス
停
が
あ
っ
た
方
が
便
利
。

⃝
電
子
図
書
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

⃝
勉
強
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
お
話
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
ほ
し
い
。

⃝
19
時
以
降
も
利
用
し
た
い
。

学
校
の
統
廃
合
や
小
中
一
貫
校
に

な
っ
た
場
合
、
学
校
生
活
に
ど
ん

な
変
化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

に
関
す
る
意
見

統
廃
合
に
つ
い
て

⃝
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い
生
徒
が

増
え
る
。

⃝
通
学
手
段
を
変
更
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

⃝
学
区
が
広
が
り
通
学
に
時
間
が
か
か
る
。

⃝
学
校
が
な
く
な
る
と
、
ひ
と
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く
な
る
の
で
は
。

⃝
校
則
は
ど
ち
ら
の
学
校
に
合
わ
せ
る
の

か
。
こ
ち
ら
の
学
校
で
は
良
か
っ
た
も

の
が
、
統
合
さ
れ
た
ら
違
反
に
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

⃝
学
校
全
体
に
活
気
が
増
え
る
。

⃝
い
ろ
ん
な
年
代
の
子
と
ふ
れ
あ
え
る
。

⃝
大
人
数
で
学
校
行
事
が
盛
り
上
が
る
。

⃝
人
数
が
多
い
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
す
る
。

⃝
人
が
増
え
る
こ
と
で
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
。

⃝
決
め
た
い
こ
と
が
、
大
人
数
の
た
め
時

間
が
か
か
り
そ
う
。

⃝
児
童
生
徒
が
増
え
る
と
、
先
生
の
目
が

届
か
な
い
の
で
は
。

結
婚
や
子
育
て
に
つ
い
て
皆
さ
ん

は
将
来
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か

に
関
す
る
意
見

⃝
結
婚
し
た
ら
自
分
の
時
間
が
な
く
な
る
。

⃝
子
育
て
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

⃝
子
育
て
費
用
を
稼
げ
る
か
不
安
。

⃝
良
い
出
会
い
が
あ
る
の
か
不
安
。
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地区別参加者数

開催地区 開催日 参加者数

中　央 11月９日 56人

東　部 11月11日 46人

北　部 11月13日 26人

北押原 11月14日 34人

西大芦 11月12日 18人

加　蘇 11月11日 56人

北犬飼 11月13日 38人

東部台 11月12日 21人

南押原 11月22日 8人

粟　野 11月５日 31人

永　野 11月14日 22人

清　洲 11月８日 21人

合　計 12地区 377人

開催地区 開催日 参加者数
中　央 11月９日 56人
東　部 11月11日 46人
北　部 11月13日 26人
北押原 11月14日 34人
西大芦 11月12日 18人
加　蘇 11月11日 56人
北犬飼 11月13日 38人
東部台 11月12日 21人
南押原 11月22日 8人
粟　野 11月５日 31人
永　野 11月14日 22人
清　洲 11月８日 21人
合　計 12地区 377人

地区別参加者数

委員会の構成について

委　員
鹿妻　武洋
橋本　　修
梶原　　隆
大貫　桂一
舘野　裕昭
大貫　　毅
津久井健吉
小島　　実
増渕　靖弘
大島　久幸

議 会 運 営 委 員 会

11月15日 鹿沼高等学校 17人

11月18日 鹿沼商工高等学校 14人

11月21日 鹿沼南高等学校 29人

11月22日 鹿沼東高等学校 23人

参加生徒数学　校　名開催日

【令和６年度開催実績】

（
３
ペ
ー
ジ
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
の
続
き
）

（
３
ペ
ー
ジ
議
会
報
告
会・意
見
交
換
会
の
続
き
）

安
心
の
た
め
に
堆
積
砂
利
の
撤
去
を
お

願
い
し
た
い
。

■
北
犬
飼
地
区

・
行
政
側
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
と
健
康

寿
命
の
延
伸
の
考
え
方
に
つい
て
聞
き
た
い
。

・
花
木
セ
ン
タ
ー
の
道
の
駅
計
画
の
進
捗

を
知
り
た
い
。
早
く
実
現
さ
せ
て
街
を

元
気
に
し
て
ほ
し
い
。

■
東
部
台
地
区

・
東
部
台
コ
ミ
セ
ン
が
老
朽
化
し
て
い
る

が
、
特
に
調
理
室
の
改
善
、
修
理
を
で

き
る
だ
け
早
く
進
め
て
欲
し
い
。

・
防
災
公
園
の
設
置
と
上
都
賀
農
業
振
興

事
務
所
跡
地
の
活
用
、
東
部
台
コ
ミ
セ

ン
の
建
て
替
え
を
陳
情
し
た
い
。

■
南
押
原
地
区

・
南
押
原
小
学
校
、楡
木
小
学
校
が
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
、建
物
と
し
て
は
楡
木
小

学
校
が
空
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。そ
の

後
の
楡
木
小
学
校
の
使
い
方
に
つ
い
て
、例

え
ば
、美
術
館
に
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。

■
粟
野
地
区

・
防
災
無
線
の
撤
去
に
関
し
て
反
対
の
要

望
が
出
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

・
森
林
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
関
し
て
、
今
後
、

時
代
と
共
に
認
証
件
数
や
取
引
事
例
も

増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
国
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
市
と
し
て
ど
の
様
に

考
え
、
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

■
永
野
地
区

・
委
託
を
受
け
て
永
野
川
周
辺
の
草
刈
り

を
し
て
い
る
が
、古
く
な
っ
た
桜
の
木
の
保

全
や
道
路
の
整
備
、舗
装
を
し
て
ほ
し
い
。

・
県
道
沿
い
に
、地
元
に
住
ん
で
な
い
方
が

所
有
し
て
い
る
農
地
が
あ
る
。保
全
の
会

で
も
草
を
刈
っ
て
い
る
が
、草
も
生
え
て
、

つ
る
な
ど
が
県
道
の
歩
道
に
ま
で
這
い
上

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。伸
び
て
き
た
つ
る

な
ど
、ど
う
し
た
ら
いい
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
た
め
、例
え
ば
、自
治
会
で
こ
こ
ま
で
は

や
っ
て
い
い
、こ
こ
か
ら
は
行
政
や
専
門
家

で
、と
い
う
よ
う
な
も
の
を
示
し
て
欲
し
い
。

■
清
洲
地
区

・
楡
の
木
台
約

90
世
帯
の
下

水
排
水
処
理

に
つ
い
て
、

住
民
が
減
り
、

１
世
帯
当
た

り
の
維
持
管

理
費
が
大
き

く
な
り
今
後

困
難
に
な
る
。

何
か
対
策
は

な
い
か
。

⃝
男
女
間
収
入
格
差
ト
ラ
ブ
ル
が
不
安
。

⃝
働
き
な
が
ら
子
育
て
の
時
間
が
あ
る
の

か
不
安
。

⃝
子
育
て
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と

は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か

に
関
す
る
意
見

⃝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
る
。

⃝
治
安
が
良
い
。

⃝
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

⃝
誰
も
が
挨
拶
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⃝
交
通
の
便
が
良
い
。

⃝
外
国
人
と
交
流
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
。

高
校
生
の
感
想

⃝
議
員
と
の
話
し
合
い
を
通
し
て
考
え
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

⃝
今
後
の
鹿
沼
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
貴
重

な
機
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⃝
議
員
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
市
に
対
す
る
興
味
が
広
が
り
ま

し
た
。

⃝
今
回
の
意
見
交
換
会
は
と
て
も
楽
し
く
、

自
分
に
な
い
意
見
を
発
見
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
自
分
に
な
い
新
し
い
意

見
や
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
面
白

か
っ
た
で
す
。

⃝
実
際
に
議
員
と
話
し
て
、
市
政
へ
の
興

味
が
高
ま
り
ま
し
た
。

（4）2025　234号



市
政
を

問
う

12

6

39
質問時間
60分12/11～13

第4回定例会で13人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一問一答方式

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

阿部　秀実　議員
一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

家
庭
の
事
情
等
で
生
活
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
等
、
様
々
な
地
域
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
解

決
を
自
治
会
や
地
域
だ
け
に
負
担
を
押
し
付
け

な
い
公
的
立
場
で
の
支
援
や
、
第
2
層
協
議
体

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
が
、
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
今
後
さ
ら
に
重
要
で
は
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）�������






住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
内
17
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
地

域
住
民
や
関
係
団
体
に
よ
る
第
2
層
協
議
体
を

設
置
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び

高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
を
構
築
す

る
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
の
拡
充
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
運
営
を
委
託
し
、
協
議
体
へ
の
財
政
的
な

支
援
の
ほ
か
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
派
遣
し
、
地
域
活
動
を
支
え
る
人
材
や
組
織

を
つ
な
げ
る
役
割
を
地
域
や
市
と
連
携
し
て

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
に
対
し
、

住
民
が
協
力
し
、
解
決
を
図
る
と
い
っ
た
好
事

例
が
実
施
さ
れ
、
事
業
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
担
い
手

の
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
と
い
っ
た
課
題
を

地
域
が
抱
え
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
若
い
世
代

の
参
加
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
支
援
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
担
い
手
育
成
と
い
っ
た
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
な
が
ら
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鹿
沼
市
の
高
齢
福
祉
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
91
号　

鹿
沼
市
御
殿
山
会
館
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
議
案
第
95
号　

鹿
沼
市
都
市
公
園
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
7
年
度
の
鹿
沼
市
の
事
業
に
つ
い
て

（5） 2025　234号



藤田　義昭　議員宇賀神　敏　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

松
井
市
長
が
市
長
に
就
任
し
約
半
年
が
た
ち

ま
す
が
、
市
長
が
考
え
て
い
る
実
行
に
向
け
て

の
ハ
ー
ド
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て

い
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
は
、
令
和
7
年
度
か
ら
順
次
導
入
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
約
に
掲
げ
た
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
実

現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
早
急
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

で
あ
り
、
令
和
7
年
度
か
ら
順
次
導
入
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
次
に
、
新
産
業
団
地
整
備
に
つ

い
て
、
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
向
か
い
側

に
整
備
す
る
計
画
で
、
今
年
度
中
に
も
、
地

元
地
権
者
の
皆
様
な
ど
へ
の
説
明
会
を
開
始

し
、
令
和
11
年
度
に
造
成
工
事
等
に
着
手
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
次
に
、
下
水
道
事

業
リ
プ
レ
イ
ス
用
地
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
走
り
回
れ
る
よ
う
な
広
場
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
公
園
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
公
約
に
掲
げ
た
ハ
ー
ド
事
業
と
し

て
、「
県
と
の
連
携
に
よ
る
南
押
原
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
及
び
フ
ァ
ナ
ッ
ク
通

り
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
」
や
「
農
業
公
社
の
施

設
拡
充
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
実
現
に
向
け
て
の
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
、
今
後
、
整
備
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

東
武
鉄
道
の
羽
田
空
港
へ
の
直
通
電
車
の
乗

り
入
れ
を
目
指
す
「
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直

通
電
車
推
進
期
成
同
盟
会
」
の
活
動
状
況
、
乗

り
入
れ
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
や
効
果
、
ま
た
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










期
成
同
盟
会
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
駅
と
羽
田
空
港
の
直
結
、
宇
都

宮
線
・
高
崎
線
・
常
磐
線
な
ど
か
ら
羽
田
空
港

へ
の
所
要
時
間
短
縮
や
乗
換
解
消
・
削
減
な
ど

を
目
的
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
「
仮
称
、
羽
田
空

港
ア
ク
セ
ス
線
」
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
電
車
推
進
期
成
同

盟
会
は
、
東
武
日
光
線
か
ら
の
羽
田
空
港
へ
の

直
通
運
転
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
栃
木
市

長
が
発
起
人
と
な
り
、
沿
線
の
本
市
と
栃
木
市

及
び
日
光
市
、
さ
ら
に
3
つ
の
市
域
内
の
商
工

会
議
所
や
商
工
会
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
10
月
7
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、
ま

ず
は
、
今
年
度
中
に
、
東
武
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
東

武
日
光
線
の
直
通
が
実
現
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
羽
田
空
港
へ
短
時
間
で
移
動
で
き

る
こ
と
、
そ
し
て
、
羽
田
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、

観
光
客
等
の
増
加
な
ど
も
期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
何

よ
り
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
東
武
鉄
道
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
羽
田
空
港
ア
ク

セ
ス
線
の
開
業
予
定
で
あ
る
令
和
13
年
に
向
け

て
、
こ
の
期
成
同
盟
会
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問の
動画はこちら

松
井
市
長
が
実
行
に
向
け
て
考
え
て
い
る
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
さ
つ
き
祭
り
及
び
協
賛
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
北
側
の
下
水
道
事
業
用
地
に
つ
い
て

○
消
防
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
眺
望
の
良
さ
を
活
か
し
た
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

○「
ど
う
し
て
勉
強
っ
て
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
?
」

に
つ
い
て

鉄
道
に
関
す
る
政
策
課
題
に
つ
い
て
伺
う

（6）2025　234号



石川さやか　議員

一般質問の
動画はこちら

早川　勝弘　議員

質
　
　
問
�
�������������













　

令
和
8
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」
を
前
に
、
市
内
の
保
育
環
境

を
確
認
し
た
い
。
そ
の
上
で
最
適
な
預
け
入
れ

が
で
き
る
体
制
作
り
の
準
備
は
進
ん
で
い
る
か
、

制
度
概
要
や
募
集
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
く
か
伺
う
。

答
　
　
弁
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）������





令
和
7
年
度
に
試
行
事
業
を
開
始
し
、

体
制
を
整
え
る
こ
と
で
本
格
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
10
月
1
日
現
在
、
待
機
児
童
は
い

ま
せ
ん
が
、
希
望
園
に
入
れ
な
い
た
め
入
所
で

き
な
い
保
留
児
童
は
58
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
保
護
者
の
就
労

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
保
育
園
等
に
通
っ
て
い
な

い
生
後
6
か
月
か
ら
2
歳
ま
で
の
児
童
が
、
保

育
園
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

令
和
8
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。
同
年

代
の
集
団
の
中
で
過
ご
す
こ
と
で
、
社
会
性
を

育
み
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
こ
と
、

孤
立
感
や
負
担
感
を
抱
え
る
保
護
者
の
不
安
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
が
公
募
し
た
保

育
園
等
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。
利
用
す
る
際

は
、
事
前
に
登
録
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申

し
込
む
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
利
用
料
金
は

国
の
示
す
1
時
間
当
た
り
300
円
、
利
用
で
き
る

時
間
は
、
同
じ
く
国
の
示
す
1
か
月
当
た
り
10

時
間
を
上
限
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
令
和
7
年

度
に
試
行
事
業
を
開
始
し
、
課
題
の
洗
い
出
し

な
ど
を
行
い
、
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
本
格
実

施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

本
市
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
猟
友

会
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
会
員
数
と
平
均
年
齢

の
推
移
、
県
内
の
狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
支

援
状
況
、
今
後
本
市
に
お
い
て
も
支
援
す
る
考

え
が
あ
る
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）���������








市
独
自
の
支
援
策
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
令
和
5
年
度
の
農
業
被
害

額
は
769
万
円
、
林
業
被
害
額
は
3
千
792
万
円
で

す
。
課
題
と
し
て
は
、
住
民
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
設
置
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
管
理

等
、
環
境
保
全
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
者
の
高
齢
化
や
減
少
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
猟
友
会
の
会
員
数
は
鹿
沼
、
粟

野
両
支
部
の
合
計
で
227
人
が
在
籍
し
、
平
均
年

齢
は
69
歳
で
す
。
約
10
年
前
と
比
較
す
る
と
会

員
は
約
2
割
程
度
減
少
し
、
若
干
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
県
で
は
第
一
種
銃
猟
免
許
を
取

得
し
、
狩
猟
者
登
録
を
受
け
た
者
に
2
万
円
を

支
援
し
て
お
り
、
県
内
他
市
で
は
、
12
市
が

1
万
円
未
満
か
ら
20
万
円
位
ま
で
、
免
許
の
種

類
ご
と
に
異
な
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
支
援
は
、
鹿
沼
市
農
業
公
社
か
ら
、
狩
猟
免

許
取
得
後
、
猟
友
会
に
入
会
し
た
有
害
鳥
獣
捕

獲
業
務
の
従
事
者
に
対
し
て
、
免
許
の
種
類
ご

と
に
1
万
円
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
他

市
の
支
援
内
容
を
調
査
し
、
猟
友
会
等
の
意
見

も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
市
独
自
の
支
援
策
を
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問の
動画はこちら

保
育
行
政
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
在
宅
療
養
の
充
実
に
つ
い
て

○
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
地
方
公
務
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

○
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

野
生
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
伺
う

（7） 2025　234号



鹿妻　武洋　議員梶原　隆　議員

質
　
　
問
�
�������������













　

風
邪
薬
や
咳
止
め
な
ど
の
市
販
薬
の
過
剰
摂

取
が
若
者
を
中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
本

市
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
原
因
と
思
わ
れ
る

救
急
搬
送
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）�������






背
景
に
は
、社
会
的
孤
立
や「
生
き
づ
ら

さ
」が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
国
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
は
、
10
代
か
ら
20
代
の
若

者
を
中
心
に
、
全
国
的
に
急
増
し
て
い
る
こ
と

や
、
そ
の
背
景
に
は
、
社
会
的
孤
立
や
「
生
き

づ
ら
さ
」
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
国
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
消
防

本
部
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
自
殺
を
目
的
と
し

た
ケ
ー
ス
を
含
め
た
救
急
搬
送
の
件
数
は
、
令

和
4
年
が
16
人
、
令
和
5
年
が
13
人
、
令
和
6

年
10
月
現
在
で
11
人
の
合
計
40
人
で
す
。
男
女

の
内
訳
は
、
男
性
が
12
人
、
女
性
が
28
人
で
あ

り
、
約
7
割
を
女
性
が
占
め
て
い
ま
す
。
世
代

別
に
つ
い
て
は
、
20
代
お
よ
び
30
代
が
と
も
に

約
20
％
を
占
め
て
お
り
、
続
い
て
10
代
が
15
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
全
体
の

60
％
が
10
代
か
ら
30
代
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
繰
り
返
し
搬
送
さ
れ
た
人
は
、
令
和
4

年
に
1
人
、
令
和
5
年
に
1
人
お
り
、
2
人
と

も
同
じ
年
に
2
回
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

不
登
校
の
現
状
と
、
不
登
校
に
よ
る
影
響
、

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）����������









児
童
生
徒
が
社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
生
86
名
、
中
学
生
168
名
、
そ
の
出
現
率
は
、

小
学
生
１
・
98
％
、
中
学
生
７
・
04
％
で
す
。

教
育
相
談
室
の
相
談
の
中
で
は
、
不
登
校
児
童

生
徒
や
そ
の
保
護
者
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
へ
の

心
配
や
、
学
校
に
登
校
で
き
な
い
自
分
自
身
を

否
定
的
に
捉
え
て
悩
ん
で
し
ま
い
、
将
来
に
対

す
る
不
安
を
抱
え
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
不
登
校
の
期
間
が
休
養
や
自
分
を

見
つ
め
直
す
等
の
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と

が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
や
そ
の
保

護
者
が
、
自
分
自
身
を
否
定
的
に
捉
え
て
し
ま

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
学

校
教
育
の
中
で
は
、
担
任
等
に
よ
る
家
庭
訪
問

等
を
と
お
し
て
、
学
習
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
学
習

状
況
を
確
認
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
を

実
施
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
が
学
校
に
安
心
し
て
登
校
で
き
る
よ
う
に
、

い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
を
許
さ
な
い
学
級
づ

く
り
に
学
校
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
毎
月
の
欠
席
状
況
調
査
や
、
学
校
生
活

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
未
然
防

止
や
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
が
社
会
的
に

自
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
支
援
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

薬
物
の
過
剰
摂
取
「
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
」
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
に
つ
い
て

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
に
つ
い
て

○
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
と
利
用
促
進
等
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
若
者
支
援
の
た
め
の
政
策
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
不
登
校
に
つ
い
て
伺
う

（8）2025　234号



舘野　裕昭　議員

一般質問の
動画はこちら

橋本　勝浩　議員
一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

思
川
開
発
事
業
は
昭
和
44
年
実
施
計
画
が
策

定
さ
れ
、
半
世
紀
以
上
に
渡
り
、
地
域
か
ら
の

多
大
な
る
ご
理
解
等
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
て

い
る
事
業
で
す
。
協
力
地
権
者
や
地
元
関
係
者

へ
の
特
段
の
配
慮
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）�����������










施
設
管
理
規
程
に
関
す
る
、
地
元
か
ら

の
ご
意
見
等
に
つ
い
て
も
、
本
市
か
ら

水
資
源
機
構
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
掛

け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
主
体
で
あ
る
水
資
源
機
構
が
策
定
す
る

「
ダ
ム
の
操
作
の
方
法
や
管
理
に
関
す
る
必
要

な
事
項
」
で
あ
る
「
施
設
管
理
規
程
」
の
策
定

に
あ
た
り
、
水
資
源
機
構
は
、
関
係
都
道
府
県

知
事
及
び
費
用
負
担
に
同
意
し
た
本
市
を
含
む

利
水
者
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
大

臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
十
分
に
配
慮
し
た
ル
ー
ル
に
な
る
よ
う
、

地
元
住
民
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
、

水
資
源
機
構
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
水
資
源
機
構
か
ら
は
、「
独
立
行

政
法
人
水
資
源
機
構
法
で
、
施
設
管
理
規
程
の

策
定
過
程
に
お
い
て
、
地
元
関
係
者
が
直
接
協

議
主
体
と
な
る
こ
と
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
」
も

の
と
伺
って
い
ま
す
が
、
地
元
か
ら
の
ご
意
見
等

に
つ
い
て
も
、
本
市
か
ら
水
資
源
機
構
や
関
係

機
関
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
水

没
移
転
者
の
生
活
の
思
い
出
の
品
々
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
市
で
一
時
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
ダ
ム
周
辺
の
施
設
で
の
展
示
に
向
け
、

水
資
源
機
構
と
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

予
約
バ
ス
の
運
行
日
及
び
運
行
便
数
の
拡
大

の
考
え
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
民
部
長
）���������








利
用
件
数
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
れ
ば
、

増
便
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

今
年
の
10
月
1
日
か
ら
当
該
区
間
の
予
約
バ
ス

の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
運
行
日
は
、

年
始
を
除
く
月
曜
日
と
火
曜
日
で
、
運
行
ダ
イ

ヤ
は
、
行
き
の
便
が
朝
の
9
時
発
、
帰
り
の
便

が
午
後
1
時
15
分
発
の
各
1
本
、
基
本
運
賃
は
、

600
円
で
す
。
期
間
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
末
を

ひ
と
つ
の
節
目
と
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
利
用

状
況
や
、
傾
向
な
ど
が
掴
め
る
ま
で
は
延
長
も

視
野
に
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

利
用
件
数
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
れ
ば
、
増
便

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
実

証
運
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
広
報
か

ぬ
ま
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
コ
ミ
セ
ン
だ

よ
り
で
周
知
し
た
ほ
か
、
南
押
原
地
区
自
治
会

協
議
会
の
御
協
力
に
よ
り
、
地
区
内
の
全
戸
に

チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
予
約
バ
ス
の
車
内
に
は
利
用
促
進
の
チ
ラ

シ
を
貼
り
、
病
院
内
に
も
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
様
々
な
手
段

に
よ
り
利
用
者
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

思
川
開
発
事
業
・
南
摩
ダ
ム
に
関
連
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
87
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
91
号　

鹿
沼
市
御
殿
山
会
館
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
財
政
健
全
化
推
進
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

○
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
飼
い
主
の
い
な
い
猫
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
制
度
融
資
に
つ
い
て

○
地
域
の
チ
カ
ラ
協
働
事
業
及
び
市
民
協
働
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て

○
黒
川
エ
コ
肥
料
に
つ
い
て

○
国
の
経
済
対
策
に
つ
い
て

予
約
バ
ス
の
南
押
原
地
区
及
び
北
押
原
地
区
か
ら

西
方
病
院
へ
の
運
行
に
つ
い
て
伺
う

（9） 2025　234号



増渕　靖弘　議員仲田　知史　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

本
市
義
務
教
育
段
階
で
実
施
し
て
い
る
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
お
示

し
下
さ
い
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
担
当

す
る
教
職
員
の
専
門
性
や
研
修
体
制
は
ど
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
お
示
し
下
さ
い
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）����������









教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ

て
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
計
画
を
た
て
、
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
授
業
や
学
校
生
活
に
お
い

て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
と
合
わ
せ
、

端
末
の
使
い
方
や
使
用
の
ル
ー
ル
、
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
の
取
り
扱
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
や
マ
ナ
ー
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
繰
り

返
し
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
講
師
を

招
い
て
情
報
モ
ラ
ル
教
室
を
実
施
し
た
学
校
も

あ
り
、
今
年
度
実
施
し
た
学
校
は
25
校
で
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
適
切
な
使
い
方

に
関
す
る
指
導
や
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、
ネ
ッ

ト
犯
罪
等
に
つ
い
て
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
教
職
員
の
研
修
体
制
に
つ
い
て
、
今
年

度
、
市
主
催
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
関

す
る
研
修
を
６
回
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
に
４
回
の
研
修
が
終
了
し
、
53
名
の
教
員
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
が
主
催
す

る
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
研
修
会
に
つ
い
て
も

教
職
員
に
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
研

修
会
に
お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

と
合
わ
せ
て
、
児
童
生
徒
へ
の
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
関
す
る
内
容
を
扱
い
、
教
職
員
の
専
門
性

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

地
域
の
チ
カ
ラ
協
働
事
業
は
、
財
源
や
使
い

道
が
完
全
に
地
域
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
な
い
。

市
が
振
り
分
け
る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
に
ま

か
せ
る
べ
き
と
思
う
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）����������









本
制
度
が
令
和
8
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
を
見
据
え
、
新
た
な
支
援
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
事
業
は
、「
地
域
づ
く
り
活
動
事
業
補
助

金
」
と
、「
地
域
の
チ
カ
ラ
協
働
事
業
補
助
金
」

の
2
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
、
防
犯

灯
設
置
に
か
か
る
電
気
料
な
ど
、
具
体
的
な
使

途
を
定
め
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
後
者

は
、
地
域
自
ら
が
自
分
た
ち
で
取
り
組
む
テ
ー

マ
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
各
団
体
の
裁
量

が
大
き
い
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
で
抱
え
る
課
題
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
地

域
を
一
番
理
解
し
て
い
る
住
民
の
方
々
が
、
課

題
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
情
勢
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
も
変

化
す
る
こ
と
か
ら
、
柔
軟
に
活
用
で
き
る
制
度

を
今
後
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
補
助
金
の
原
資
は
市
税
で
あ
り
、
使
い
道

の
妥
当
性
や
公
平
性
を
担
保
す
る
こ
と
も
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
外
部

審
査
員
の
厳
正
な
審
査
を
受
け
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
本
制
度
が
令
和
8
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
を
見
据
え
、「
地
域
住
民
が
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
踏
襲
し
た
上

で
、
新
た
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

一般質問の
動画はこちら情

報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
妊
産
婦
支
援
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
の
防
災
に
つ
い
て

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
伺
う

（10）2025　234号



舩生　雅秀　議員佐藤　誠　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�������������













　

鹿
沼
市
の
図
書
館
は
全
て
月
曜
休
館
の
た
め

仕
事
が
月
曜
休
み
の
市
民
は
子
供
と
図
書
館
に

行
け
な
い
の
で
3
館
の
交
互
休
館
を
提
案
し
、

併
せ
て
居
場
所
と
し
て
の
魅
力
向
上
の
た
め
本

館
入
り
口
の
座
席
増
や
改
装
、
受
験
シ
ー
ズ
ン

の
夜
8
時
ま
で
の
開
館
等
も
提
案
す
る
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）���������








東
分
館
の
休
館
日
変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
週
月
曜
日
を
休
館
日
と
し
て
い
る

3
館
の
う
ち
、
東
分
館
の
休
館
日
変
更
を
検
討

し
て
お
り
、
令
和
7
年
度
中
の
早
い
時
期
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
図
書
館
本
館
の

近
隣
に
は
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
や
文
化
活
動
交

流
館
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
夜
9
時
ま
で

開
設
し
て
い
ま
す
。
両
施
設
と
も
ス
ペ
ー
ス
に

ま
だ
余
裕
が
あ
る
た
め
、
開
館
時
間
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
本
館
は
、
空
調
設
備
等
の
改
修
工
事
の

実
施
や
館
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
「
魅
力

あ
る
図
書
館
づ
く
り
」
を
目
指
し
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
入
口
の

く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
の
他
、
全
体
の
座
席
数
を

約
20
席
増
設
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」を
拡
大
し
た
ほ
か
、2
階
に
は
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
図
書
館
本
来
の
役
割
や
機

能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

市
民
に
親
し
ま
れ
る
魅
力
あ
る
図
書
館
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

鹿
沼
市
の
水
道
普
及
率
が
他
市
町
と
比
較
し

て
低
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
普
及
率
を
上
げ

る
た
め
に
い
か
な
る
対
策
を
考
え
て
お
ら
れ
る

か
伺
う
。

答
　
　
弁
（
上
下
水
道
部
長
）�������






水
道
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
施

策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
全
・
安

心
な
生
活
用
水
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
市
町
が
整
備
す
る
上
水
道
、
民
間

が
管
理
す
る
簡
易
水
道
、
専
用
水
道
の
合
計
の

普
及
率
が
94
・
1
％
で
、
25
市
町
の
内
19
位
で

あ
り
、
平
均
値
96
・
3
％
よ
り
少
し
下
回
っ
て

い
ま
す
。
本
市
は
市
域
の
約
7
割
を
森
林
地
帯

が
占
め
、
集
落
が
沢
沿
い
に
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
他
市
町
に
比
べ
面
で
の
整
備
が
容
易

で
は
な
く
、
県
内
の
普
及
率
の
状
況
、
都
市
構

造
の
特
徴
を
加
味
す
る
と
、
本
市
の
水
道
普
及

率
が
特
段
低
い
と
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
水
道
未
普
及
地
域
に
新
た
に
浄
水
施
設
と

管
路
の
整
備
を
進
め
る
に
は
、
水
道
料
金
に
影

響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
一
定
数
以
上
の
加
入
者

が
必
要
で
す
が
、
水
道
事
業
は
、
経
営
に
必
要

な
費
用
を
水
道
料
金
等
で
賄
う
独
立
採
算
制
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
の
事
業
経
営
に
な
り
ま
す
。
人
口
集
中

地
区
の
整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
大
幅
に
普
及
率
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
未
普
及
地
域
に
つ

い
て
は
、
水
道
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ

か
の
施
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
全
・

安
心
な
生
活
用
水
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般質問の
動画はこちら

便
利
な
図
書
館
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
快
適
な
秋
祭
り
に
つ
い
て

○
健
康
な
老
後
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
平
和
に
関
す
る
教
育
と
道
徳
教
育
に
つ
い
て

鹿
沼
市
の
水
道
普
及
率
に
つ
い
て
伺
う

（11） 2025　234号



「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。
議員数23名、議長は表決には加わりません。賛成：○、反対：●、棄権：棄、不参加：不、除斥：除、欠席：欠

※その他の議案22件、議員案3件、陳情1件は全会一致で可決されました。
※欠席者については、鹿沼市議会会議規則の規定により、議長宛に欠席届が提出されています。

市長提出議案22件、議員案3件が提出されました。また、陳情4件を審査しました。

議員の賛否を公表
令和 6年第 4回定例会

議案等一覧

件名番号
採
決
結
果

スケートパークの設置を求める陳情陳情
10号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ● 　 ○ ● ○ 欠 ○ ○採

択

城山城址公園に隣接する西側の防空監視
哨一帯を鹿沼市の公園にすることを求め
る陳情（を継続審査とすること）

陳情
12号

○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 欠 ○ ○
継
続
審
査

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の禁止の
確認を求める陳情書

陳情
13号 ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ 欠 欠 ○ ● ○ ● 　 ○ ● ○ 欠 ○ ●採

択

議 

長

1 

鹿
妻 

武
洋

2 

仲
田 

知
史

3 

橋
本 

勝
浩

4 

早
川 

勝
弘

5 

駒
場 

久
和

6 

舩
生 

雅
秀

7 

橋
本 

修

8 

藤
田 

義
昭

9 

梶
原 

隆

10 

宇
賀
神 

敏

11 

大
貫 

桂
一

12 

石
川 

さ
や
か

13 

鈴
木 

毅

14 

阿
部 

秀
実

15 

佐
藤 

誠

16 

舘
野 
裕
昭

18 
谷
中 
恵
子

19 
津
久
井 

健
吉

20 
小
島 

実

21 

増
渕 

靖
弘

22 

横
尾 

武
男

23 

関
口 

正
一

24 

大
島 

久
幸

陳情第10号、陳情第13号において討論が行われました。各討論の概要は以下
のとおりです。議案等に対する討論

　（13 ページに続きます。）

令
和
6
年
度
補
正
予
算

議案79　専決処分事項の承認について（令和６年度
鹿沼市一般会計補正予算（第５号））

　歳入については、県支出金の増額を計上し、歳出
については、衆議院議員選挙費及び予備費の増減額
を計上したもので、この補正額を 5,511 万 4,000 円
の増とし、予算総額を 431 億 9,978 万 9,000 円とす
るものです。

議案80　令和６年度鹿沼市一般会計補正予算（第６
号）について

　歳入については、地方交付税、国県支出金等の増
減額を計上し、歳出については、障害者自立支援事
業費、介護保険施設整備事業費、こども医療対策事
業費、林業施設災害復旧事業費等の増減額を計上し
たもので、この補正額を 8 億 8,698 万 3,000 円の増
とし、予算総額を 440 億 8,677 万 2,000 円とするも
のです。

議案81　令和６年度鹿沼市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）について

　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出に
ついては、診療報酬内容点検専門員報酬及び滞納整
理補助員報酬の増額を計上したもので、この補正額
を110万7,000円の増とし、予算総額を100億3,549
万円とするものです。

議案82　令和６年度鹿沼市介護保険特別会計補正予
算（第２号）について

　歳入については、国県支出金、支払基金交付金、
繰入金等の増額を計上し、歳出については、居宅介
護予防サービス給付費、地域密着型介護予防サービ
ス給付費等の増額を計上したもので、この補正額を
2,133 万 2,000 円の増とし、予算総額を 88 億 3,525
万 8,000 円とするものです。

令
和
6
年
度
補
正
予
算

議案83　令和６年度鹿沼市下水道事業会計補正予算
（第１号）について

　収益的支出において、支出総額を 405 万 6,000 円
増額補正するとともに、資本的支出において、継続
費を設定した鹿沼市黒川終末処理場の建設工事委託
に係る総額を 8 億 4,630 万円減額し、年割額を改め
るものです。

そ
の
他

議案84　辺地に係る総合整備計画の変更について
　令和 5 年 12 月 21 日議案第 116 号として議決を得
た西大芦辺地及び上・中粕尾辺地に係る総合整備計画
並びに令和 6 年 3 月 18 日議案第 15 号として議決を
得た入・中粟野辺地に係る総合整備計画について、辺
地における計画事業の変更を行うためのものです。

指
定
管
理

議案85　指定管理者の指定について
　やまびこ荘の指定管理者として、社会福祉法人希
望の家を指定するためのものです。

議案86　指定管理者の指定について
　観光いちご園を除く花木センター及び林産物需要
拡大施設の指定管理者として、公益財団法人鹿沼市
花木センター公社を指定するためのものです。

議案87　指定管理者の指定について
　花木センターのうち観光いちご園の指定管理者と
して、有限会社農業生産法人かぬまを指定するため
のものです。

議案88　指定管理者の指定について
　市営住宅、市営従業員用住宅及び市営若年勤労者用
住宅の指定管理者として、有限責任事業組合かぬま住
まいサポートセンターを指定するためのものです。

市
道

議案89　市道路線の認定について
　千渡地内及び茂呂地内における開発行為により、新た
に築造された道路を市道として認定するためのものです。
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「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。
議員数23名、議長は表決には加わりません。賛成：○、反対：●、棄権：棄、不参加：不、除斥：除、欠席：欠

※その他の議案22件、議員案3件、陳情1件は全会一致で可決されました。
※欠席者については、鹿沼市議会会議規則の規定により、議長宛に欠席届が提出されています。

市長提出議案22件、議員案3件が提出されました。また、陳情4件を審査しました。

議員の賛否を公表
令和 6年第 4回定例会

議案等一覧

件名番号
採
決
結
果

スケートパークの設置を求める陳情陳情
10号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ● 　 ○ ● ○ 欠 ○ ○採

択

城山城址公園に隣接する西側の防空監視
哨一帯を鹿沼市の公園にすることを求め
る陳情（を継続審査とすること）

陳情
12号

○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 欠 ○ ○
継
続
審
査

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の禁止の
確認を求める陳情書

陳情
13号 ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ 欠 欠 ○ ● ○ ● 　 ○ ● ○ 欠 ○ ●採

択

議 

長

1 

鹿
妻 

武
洋

2 

仲
田 

知
史

3 

橋
本 

勝
浩

4 

早
川 

勝
弘

5 

駒
場 

久
和

6 

舩
生 

雅
秀

7 

橋
本 

修

8 

藤
田 

義
昭

9 

梶
原 

隆

10 

宇
賀
神 

敏

11 

大
貫 

桂
一

12 

石
川 

さ
や
か

13 

鈴
木 

毅

14 

阿
部 

秀
実

15 

佐
藤 

誠

16 

舘
野 

裕
昭

18 

谷
中 

恵
子

19 

津
久
井 

健
吉

20 

小
島 

実

21 

増
渕 

靖
弘

22 

横
尾 

武
男

23 

関
口 

正
一

24 

大
島 

久
幸

陳情第10号、陳情第13号において討論が行われました。各討論の概要は以下
のとおりです。議案等に対する討論

　（14 ページに続きます。）

（12ページ 議案等一覧の続き）

市
道

議案90　市道路線の変更について
　茂呂地内における土地の一体的な利用を目的とし
た用地の売却に伴い、関係する市道の起点を変更す
るためのものです。

条
例

議案91　鹿沼市御殿山会館条例の廃止について
　令和 7 年 3 月末をもって、御殿山会館を廃止する
ためのものです。

議案92　鹿沼市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について

　放課後児童支援員となるための研修を修了してい
ない者のうち、業務に従事した日から 2 年以内に当
該研修の修了を予定している者を放課後児童支援員
とみなすためのものです。

議案93　鹿沼市道路占用料条例の一部改正について
　道路法施行令の一部改正に伴い、国道の道路占用
料に準じて占用料の額を見直すためのものです。

議案94　鹿沼市市営住宅条例及び鹿沼市市営若年勤
労者用住宅条例の一部改正について

　入居者の所得基準の引上げ及び入居対象者の拡大
を行うとともに、入居者が行う市営住宅の共用部分
の維持管理等を市が代わって行うことにより、入居
者の利便性の向上を図るためのものです。

議案95　鹿沼市都市公園条例の一部改正について
　鹿沼運動公園及び粟野総合運動公園の陸上競技場
の使用料の額を見直すためのものです。

議案96　刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について

　刑法等の一部改正により、懲役及び禁錮の刑が廃
止され、令和 7 年 6 月 1 日から新たに拘禁刑が創設
されることに伴い、関係する条例の用語を整理する
ためのものです。

人
事

議案97　人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員（候補者）　※敬称略
　宮坂　拓（みやさか　ひらく・草久）

条
例

議案98　鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正について

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市
議会議員の期末手当の額を引き上げるためのものです。

議案99　鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、
市長、副市長及び教育長の期末手当の額を引き上げ
るためのものです。

条
例

議案100　鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正について

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、
一般職の職員の勤勉手当及び期末手当の額並びに給
料表を引き上げるためのものです。

議
員
案

議員案９　鹿沼市議会の個人情報の保護に関する条例
の一部改正について

　「刑法等の一部を改正する法律」において、「懲役」
及び「禁錮」が廃止され、新たに「拘禁刑」が創設
されたため、例規中の文言の改正を行うためのもの
です。

議員案10　下水道の維持管理・更新におけるウォー
ターPPP導入に向けての丁寧な対応を求
める意見書の提出について

　地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出
するためのものです。

議員案11　宇都宮鹿沼道路（さつきロード）の料金徴収
期間「延伸無し」を求める意見書の提出
について

　地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出
するためのものです。

陳
情

陳情10　スケートパークの設置を求める陳情
　子供から大人まで自由にのびのびと練習できるス
ケートパークを設置すること等を求めるものです。

陳情11　栃木県に対し宇都宮鹿沼道路（さつきロー
ド）の料金徴収期間「10年延伸」案の反
対を求める意見書の提出に関します陳情

　意見書を提出することを求めるものです。

陳情12　城山城址公園に隣接する西側の防空監視哨一
帯を鹿沼市の公園にすることを求める陳情

　城山公園は、古城として多くの先人たちが栄枯盛
衰をとどめた史跡であり、遺跡公園として観光にも
適していると思われることから、現在の公園を拡張
し、防空監視哨一帯を鹿沼市の公園とすることを求
めるものです。

陳情13　政党機関紙の庁舎内勧誘行為の禁止の確認
を求める陳情書

　議員による職員への政党機関紙の庁舎内勧誘行為
は、「庁舎内での営業禁止の原則」「政治的中立性へ
の配慮」「各自治体の調査結果により、ハラスメント
を生じさせる可能性が高いこと」等から、庁舎内に
おいては原則禁止を確認することなどを求めるもの
です。

●陳情第10号　スケートパークの設置を求める陳情
　 賛成討論 　鹿妻武洋　議員

　課題としては、新設や維持管理の費用がかかることや、スケートボード用のコースはそれ以外の用途に使用することが困難なため、
市の施設として公平性があるか、といったことがある。一方で、スポーツを楽しみたいという気持ちは尊重すべきものではある。
　新設以外にも既存の場所を使いやすくするなどの方法もあるので、課題をクリアできるのであれば、練習場所が整備される
こと自体を否定するものではない。対話によってやりたいこととできることの調整をすることが重要ではないか。
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意見書を提出しました

請願・陳情とは

常任委員会行政視察報告

（13ページ　討論の続き）

●陳情第13号　政党機関紙の庁舎内勧誘行為の禁止の確認を求める陳情書
　 賛成討論 　佐藤　誠　議員

　社会通念上許容される物品やサービスであれ、特定の政党の機関紙の購読勧誘であれ、庁舎内での販売は原則として職員
の意向を踏まえて許可制にすべき。
　部外者が庁内執務スペースにみだりに立ち入ることは情報保護等の観点から好ましくなく、政党新聞の購入希望職員は勤
務時間外に行い、勤務時間中は職務に専念すべきである。

　 反対討論 　仲田知史　議員
　政党機関紙の庁舎内勧誘行為の禁止の確認は、庁舎内管理規則の運用を徹底し解決出来ると考えます。しかしながらこの
陳情において、陳情の背景に『ハラスメント』が多用に盛り込まれており、この陳情を採択することにより議員の販売行為
がハラスメントであると鹿沼市議会が認める事となります。では、鹿沼市議会においてハラスメントとは何なのか今まで議
論を深めてきたのでしょうか。議論を深めずしてこの陳情に賛成する訳にはいきません。今後ハラスメントとは何なのか議
論し認識が深まる事を御期待申し上げ、今回の陳情は反対致します。

　鹿沼市議会では、３つの常任委員会が、所管する事務に関する先進事例の調査などを行うため、行政視察を実施しています。各常任
委員会で報告書を作成し、12月23日の本会議最終日に各委員長から議長へ報告を行いました。ここでは、各常任委員会の視察報告のう
ち、概要をお知らせいたします。なお、報告書の詳細は議会ホームページで確認できます。

 総務常任委員会 
○10月29日　鹿児島県霧島市　ＡＩ活用型オンデマンド交通（きりしまＭワゴン）の運行について
　霧島市の公共交通の課題は、中心市街地における慢性的な交通渋滞、住宅密集地における
狭隘道路、増大し続ける市の財政負担等本市における公共交通を取り巻く背景に似たものが
ありました。きりしまＭワゴンとは、予約に応じてＡＩが最適な経路を導き出し指定の停留
所まで送迎する仕組みで、事業を実施するに当たり、国の交付金の活用、地元自動車販売会
社との連携協定、スポンサーの導入を進め、実証実験を繰り返し、令和６年10月から本格
運行が開始されました。本市においても、戦略的な運行エリアの選定、民間事業者等との協
議による持続可能な地域公共交通の構築、地域公共交通の質や魅力の向上による新規利用者
層の取り込み、タクシーとの差別化事業評価によるサービス改善等の課題を実証運行をしな
がら解決していく事が必要であると感じました。
《その他の視察事項》
○熊本県八代市　廃校を活用したサテライトオフィスについて
○熊本県熊本市　「防災センター」の現地視察

 教育福祉常任委員会 
○10月16日～17日　青森県八戸市	 ○10月17日～18日　北海道函館市
・こどもモニター制度について	 ・「はこだてみらい館＆はこだてキッズプラザ」の現地視察
・こどもまちなかＩＴ部について	 ・「函館市中央図書館」の現地視察
・こどもファスト・トラックの取り組みについて
・未来の保育士応援奨学金制度について
・「八戸市美術館」・「八戸ブックセンター」の現地視察
　今回視察調査した両市とも、市長の公約や方針に基づき各施策が立案され、各担当部局に
おいても職員も趣旨や目的を十分に理解したうえで事業遂行から成果分析までされている印
象がありました。
　八戸市においては限られた財源の中で事業の選択と集中を行い、子どもを「未来の人財」
として育て、本や芸術文化などの知的財産を活かし、将来を見据えたまちづくりに取り組ん
でいます。あわせて、これらの各事業を総括する部署（こども健康部こども未来課企画グ
ループ、観光文化スポーツ部文化創造推進課）を設置し、他部署や外部との連携、集客、市
民の地元愛の醸成など、特性や魅力を活かしながら幅広い波及効果を高めています。
　函館市は駅前の広い空間や居心地のいい図書館、路面電車の運行など、市民が自分のまち
を心豊かに楽しめるコンテンツが豊富で、それらをさらに活かしており、魅力度ランキング
全国一位のまちの底力を感じました。

 産業建設常任委員会 
○10月28日　福井県あわら市　道の駅事業とあわら市の町の活性化について
　あわら市の持つ資源を最大限に活用しながら、観光産業の振興などによる地域の賑わい創出
や地場産業の活性化を図り、「訪れたくなる市、住み続けたくなる市」としての魅力向上に取り
組むため整備されたこの道の駅は、従来の「休憩」が利用目的となる道の駅としての機能の他
に、道の駅自体や地域資源を楽しむなど、「目的地」となる道の駅を目指し、あわら市北部エリ
アの新たな地域振興や観光拠点の位置付けになっています。「道の駅」、「北陸新幹線芦原温
泉駅」、「あわら温泉街」の３地点をネットワーク化し、点から線、線から面として、市内全域の
周遊性を高め、あわら市全域の活性化を図るまちづくりの成功例になったと感じました。
《その他の視察事項》
○石川県白山市　都市再生整備計画（西松任駅周辺地区の活性化）について
○福井県越前市　「道の駅　越前たけふ」の現地視察
○福井県敦賀市　「ちえなみき」の現地視察
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意見書を提出しました

請願・陳情とは

常任委員会行政視察報告

国土交通大臣・内閣府特命担当大臣（地方創生）あてに意見書を提出しました。

●議員案第10号　下水道の維持管理・更新におけるウォーターPPP導入に向けての丁寧な対応を求める意見書の提出について

下水道の維持管理・更新におけるウォーターPPP導入に向けての丁寧な対応を求める意見書
　公共インフラの適切な維持管理や更新は、地域住民の日常生活の安全と安心のために大変に重要な課題である。地方公共団
体が整備や維持管理を進めてきた下水道は、1990年代に建設されたものが多く、下水道管の耐用年数をおよそ35年と仮定する
と2025年頃から大量に更新時期を迎えることが予想される。
　この地方公共団体の下水道事業においては、この施設の老朽化に加えて、人口減少による使用料収入の大幅な減少、職員数
の減少による管理や運営状況の悪化に対し、広域化やDXをはじめとする効果的・効率的な取組が求められている。
　政府は、更新時期を迎える公共インフラの適切な維持管理や更新のために、PPP／PFI推進アクションプラン（令和５年改定
版）を策定し公共施設等運営事業へ移行する方針を示した。下水道においては、公共施設等運営事業への段階的な移行を目指
して、官民連携方式として、長期契約で管理と更新を一体的にマネジメントする方式（ウォーターPPP）を導入することとし
た。
　更に政府は、社会資本整備総合交付金等の交付要件について、「汚水管の改築に係る国費支援に関して、緊急輸送道路等の
下に埋設されている汚水管の耐震化を除き、ウォーターPPP導入を決定済みであることを令和9年度以降に要件化する」とした。
　この下水道事業では、PPP／PFIの導入が、政令指定都市をはじめ、人口20万人以上の大規模地方公共団体で進んでいるが、
中小規模の地方公共団体では進んでいないのが現実である。その原因の一つに、PPP／PFI手法は、仕組みが複雑で検討も多岐
にわたるため、中小規模の地方公共団体にはノウハウが少なく、施設等の規模も小さく事業規模が大きくなりにくいこと等が
ある。
　よって、政府に対して、地方公共団体が民間との連携のもとで、安定的かつ持続的に下水道施設を機能させることができる
よう、公共施設等運営事業への段階的な移行を目指してのウォーターPPPの導入について、下記の事項について特段の配慮を
求める。

記

一、地方公共団体への導入支援において、職員向けのガイドラインだけではなく、中小規模の地方公共団体に寄り添う形で、
相談窓口の開設や、専門家の派遣等の伴走型の支援体制を整えること。

一、社会資本整備総合交付金の交付について、「汚水管の改築に係る国費支援に関して、緊急輸送道路等の下に埋設されてい
る汚水管の耐震化を除き、ウォーターＰＰＰ導入を決定済みであることを令和９年度以降に要件化する」 との政府の方針
について、地方公共団体の取り組み状況に応じて弾力的な対応を検討すること。

栃木県知事・栃木県議会議長あてに意見書を提出しました。

●議員案第11号　宇都宮鹿沼道路（さつきロード）の料金徴収期間「延伸無し」を求める意見書の提出について

宇都宮鹿沼道路（さつきロード）の料金徴収期間「延伸無し」を求める意見書
　2026年３月をもって無料化を予定している宇都宮鹿沼道路（さつきロード）の今後の管理・運営のあり方についての協議と
して、県道路施策検討有識者懇談会が2024年３月に行われ、料金徴収期間を延伸する「10年延伸」と、無料化する「延伸無
し」の２案が作成された。
有識者懇談会の意見として
・無料化され交通量が増えた場合でも、周辺道路への影響はなく、産業誘致の観点からも無料化の方が良いと思う。
・有料の場合は、さつきロードを避けて抜け道を利用した車が割り込みするなど、事故の危険性も高く、地域の安全面から考

えても無料化が良いと思う。
・無料化した場合の県負担額が6.1億円、10年延伸した場合の県負担額が3.4億円であり、延伸した方が2.7億円節約できるが、

県の財政規模で考えたときにそれほど大きな差額ではないのではないかと感じた。
　以上のような発言があり、また、座長からは「各委員からは「無料化」した方が良いという意見が多かったように思う。」
また、「時間短縮効果が大きいことを踏まえると、無料化した方が良いのかなと思う。」との発言もあり、期間延伸できる条
件（路線の機能強化、利用者の利便性向上等）を満たさないのであれば、当初の計画どおり無料化するべきだと考える。
　現在、鹿沼市では、鹿沼工業団地に隣接する鹿沼インター産業団地の整備も進められており、さつきロードはこれからの産
業誘致の環境づくりの要として、産業活動を支える幹線と捉えている。
　また、一般利用や通勤通学で利用している普通自動車や軽自動車、自転車においても、宇都宮−鹿沼間への移動時間の短縮
といった利便性の向上も期待される。
　有料の場合では、迂回のために発生する時間損失や、交通事故の危険性といった地域の安全面についても不安な状況である。
　そこで栃木県に対して、宇都宮鹿沼道路（さつきロード）の料金徴収期間については、無料化する「延伸無し」を強く求める。

　請願･陳情とは、市政全般について議会に善処を要望することです。議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情と言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。ただし、陳情は、その内容等によっては請願に準ずる審査等を
しない場合があります。
　令和７年第１回定例会の審査分より、請願・陳情を持参された際に、免許証・マイナンバーカード等により、
本人確認をさせていただきます。請願・陳情書の提出方法や本人確認書類等、詳しくは、議会事務局（℡63‒2203）
までお問い合わせいただくか、議会ホームページをご覧ください。
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話　63－2203）

下水道分野におけるウォーターPPP導入について勉強会を開催しました

つくば市立みどりの学園義務教育学校を視察しました

題字の揮ごう定例会の日程

表紙写真の募集

◆題字書写リレー!!◆　今号は鹿沼商工高等学校の山井綾夏さんが揮ごうしました

12月定例会の結果 12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

12地区と4つの高校で
　意見交換会を行いました!

トピック 2025
234号

2月25日発行

　政府は、社会資本整備総合交付金等の交付要件について、「汚水管の改築に
係る国費支援に関して、緊急輸送道路等の下に埋設されている汚水管の耐震
化を除き、ウォーターＰＰＰ導入を決定済みであることを令和９年度以降に要
件化する」としています。
　これを受け、現在の市の状況を確認するとともに、ウォーターＰＰＰの導入
について理解を深めるため、11月20日（水）、鹿沼市役所にて「下水道分野に
おけるウォーターＰＰＰ導入」についての勉強会を開催しました。
　勉強会後、市議会では12月23日（月）の本会議にて、「下水道の維持管理・
更新におけるウォーターＰＰＰ導入に向けての丁寧な対応を求める意見書の提
出について」を全会一致で可決し、国に対して意見書を提出しました。

　10月23日（水）、つくば市立みどりの学園義務教育学校を訪問し、部活動の
地域移行に至るまでの経緯や現状等について学んできました。当日は正副議
長をはじめとする15名の議員が参加しました。
　同学校の部活動は、指定管理者が設立している地域クラブに入会すること
で、17種目全てのスポーツ・文化クラブの部活動に参加できます。入会する
ためには、会費を支払う必要がありますが、会員制、有料化に対して保護者
からの反対はあまりないように見受けられました。これは、より専門性の高
い指導を受けられるためであると推測されます。
　地域移行する際には、競技志向からコミュニティづくりや交流、スポーツ文化
活動に親しむことなど、部活動のあり方を見直す必要があると感じました。

　今号は、鹿沼商工高等学校2年生の山井
綾夏さんに揮ごうして頂きました。

東光音楽部による議場での「議場コンサート」　～木管五重奏・弦楽アンサンブル～

　私の書いた字が掲載されてとても、
嬉しいです。
　「議会」のバランスをとるのがとて
も難しかったですが、何回も何回も練
習して、一画一画丁寧に書きました。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

2
12 水 議会運営委員会

11 火 総務常任委員会
12 水 教育福祉常任委員会
13 木 産業建設常任委員会

19 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

6 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

3

5 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

7 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

17 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和７年第１回定例会(予定）

5
21 水 議会運営委員会

17 火 総務常任委員会
18 水 教育福祉常任委員会
19 木 産業建設常任委員会

6

28 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

12 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

11 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

13 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

23 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和７年第２回定例会(予定）

　｢あなたと議会｣の表紙に掲載す
る写真を募集しています。詳しくは、
議会ホームページをご覧ください。


